
H30 R1 R2 R3 R4 R5

小学校 212 274 321 374 477 553

中学校 641 667 693 953 1,088 1,209

高等学校 137 112 160 147 171 188
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これまでの取組

学びの多様化学校について
教育機会確保法第１０条において、国及び地方公共団体が「学びの多様化学校」を整備することは

努力義務とされている。
●文科省の方針
・令和9年度までに各都道府県での１校以上の設置、将来的には全国で３００校の設置を目指す
（教育振興基本計画第4期）（ＣＯＣＯＬＯプラン）
●全国的な設置状況
・学校数 ５８校（うち、公立学校３７校、私立学校２１校）２３都道府県

●学びの多様化学校の概要
・不登校児童生徒の実態に配慮した、特別の教育課程を編成することができる
●考えられる効果
・登校へのハードルが下げられる（柔軟な教育課程、ゆとりある始業時間等）
・きめ細かな支援が行える（少人数集団の中で多方面からの生徒支援）
・社会性の育成につながる（自然との触れ合い、異学年交流）
●設置に関する課題
・予算（土地・校舎等）・選定場所（遠方からの通学）
・教育課程の編成や教員の人材確保（これまでの教員経験とは異なる環境）

【Ｒ６.２月】○学びの多様化学校マイスターによる講演会を実施
【Ｒ６.７月】○先進校の視察
【Ｒ６.11月】○不登校児童生徒及び保護者の調査の実施
【Ｒ７.２月】○「徳島県不登校児童生徒の多様な教育機会確保の在り方に関する協議会」に

向けた研究会
○学びの多様化学校マイスターによる講演

【Ｒ７.５月】○先進校の視察



大阪市立心和中学校

岐阜市立草潤中学校

東京シューレ葛飾中学校

・生徒の個性を伸ばし
つつ自己肯定感の育
成を目指す制作学習
「セルフデザイン」
・よりよい生活の仕方
やセルフコントロー
ルスキルの育成を目
指す
「ウォームアップ
・クールダウン」

いろいろタイム
・週一回丸一日を
使って、自然や
生命、芸術にふ
れる体験

・夜間中学校の昼間に開設
・午後の時間帯から教育活
動を実施
・ＩＫＥＡの家具を
使った教室環境

宮城県ろりぽっぷ小学校

・テラスも活用して、
心地よい環境で学習
・廊下のないオープン
スペースの教室



鎌倉市立由比ガ浜中学校

学校が子どもに合わせる
自分のペースで学ぶ

海や森、まちなど鎌倉全体で様々な
人々と関わりながら学ぶ

自分たちで創りあげていく学びの場

学び方を学ぶ

自分らしく学び、自分らしく成長できる学校

教科の枠を超えて
体験的・探究的に
学ぶ

異学年・少人数・個別など多様な
スタイルで学ぶ



１ 自分のペースで学べる柔軟な教育課程
・年間授業時数（既存の中学校１０１５時間）を770時間に削減

・普通教室の他にも個別で学習できるスペース、協働で学習できる
スペース等、様々なスタイルに対応する多様な学習スペース

２ 生徒の安心を育む充実した体制
・定員30名に対して約10名（教員・スクールカウンセラー等）

３ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」
・学びたい教科を選択し、学びをデザインしながら深く学ぶ

４ 保護者へのサポート
・定期的に懇談会、専門職により関わり方についての講座を実施

ＩＫＥＡと連携した教室環境


